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本日の流れ

1. 学術系クラウドファンディング「academist」とは（阿部麻衣子）

2. academistでのご支援と「研究への寄付募集研究の進展（渡邉文隆さん）

3. 質疑応答



自己紹介

阿部麻衣子（アカデミスト株式会社 プランナー）

過去：学芸員・研究員として、展示や調査、教育普及に携わる

専門性の高い内容を、専門外の人たちに伝える

興味を持ち、自分ごととして捉える人が増える

他分野の専門家との交流が生じる

分野の発展・持続



自己紹介

修復費用を募るクラウドファンディングを実施

【地域住民】注目され支援が集まることで地域の文
化財に誇りを持つ

【サポーター】支援することで自分ごととなり継続的
な関心を持つ

地域文化財の保存につながる

● クラウドファンディングを通じた双方向性のコミュニケーションを実感

● クラウドファンディングの本質は資金集めではなく人集めなのでは？



 Our Vision：開かれた学術業界を実現し、未来社会の創造に貢献する。



アカデミストについて：事業内容

   aacademista

学術系クラウドファンディングサイトの運営

   aacademist Granta

研究者と企業をつなぐコンサルティング、マッチング支援

   aacademist Journala

研究者の「今」を伝える学術系Webメディアの運営

   aその他a

大学・研究機関向けイベント運営支援など



アカデミストについて：活動の広がり

● NHK 日曜討論「どうするニッポンの科学技術」出演

● 『「役に立たない」研究の未来』ナビゲーター・編集

● 文科省 国立研究開発法人による資金調達に関する調査 有識者委員

● JST 産学官連携ジャーナル 寄稿　など
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学術系クラウドファンディング「academist」とは



academist のしくみ

スポット型（All or Nothing）
月額支援型
（All In）

寄付型 購入型

特徴 特定の研究プロジェクトを進めるための研究費獲得に有効
生活費の一部や継続的な研究者ファン
獲得に有効

目標金額 設定する 設定しない

チャレンジ期間 1〜2ヶ月 1年以上

平均獲得金額 100万円 / 件 0.5〜5万円 / 月

リターン お礼メッセージ、サイエンスカフェ、論文謝辞にお名前掲載、など 毎月の活動報告

寄付金受領書

所属機関から全支援者に発行
↓

税制優遇を目的とした高額支援が
期待できる

なし
↓

所属機関の負担最小限で実施できる
なし



研究費の流れ：所属機関を通す場合

寄付型

サポーター academist 所属機関 チャレンジャー

100% 100%

20%

80% - X%
寄付金の代理受理 管理経費 X%

達成報酬17%＋決済手数料3%

各サポーターへ寄付金受領書（100%分）の発行・送付



本日の流れ

1. 学術系クラウドファンディング「academist」のしくみ

2. 活用事例の紹介

3. プロジェクト準備〜達成後の流れ

4. 「academist」の特徴と目的



スポット型事例1

0→1の研究費獲得から科研費獲得、 Physics World’s Top 10 Breakthroughs に選出！



スポット型事例2

運営費を募りながら、分野を超えた研究者が集まる場をサポーターとともに創る



月額支援型事例1

博士号取得までの過程を発信、数学ファンを増やす



月額支援型事例2

若手女性研究者の抱える問題を共有し、コミュニティの活動を活性化させる



academist の実績（2014.4〜2023.3）

266件 2.4億円 1.9万人

支援総額プロジェクト数 サポーター数

87.3% 169
大学・研究機関

所属機関達成率



academist の実績
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準備開始から終了まで：academist スタッフが伴走します

個別相談会

1

エントリー
&

開設申請

2

審査
フィードバック

3

宣伝計画
立案・準備

4 5 6

プロジェクト
公開

&
達成に向けた
宣伝の実施

支援金振込
&

研究実施
リターン提供

4ヶ月〜

3週間 3週間 2か月 1か月〜

疑問点を解消し
実施に向けたアド
バイスをします。

プロジェクトの見
せ方や構成案を
一緒に考えます。

多くの方に共感を
持ってもらえるよ
うにブラッシュアッ
プ。

これまでの経験を
もとに、宣伝方法
を提案します。

Slackや週1MTG
でコミュニケーショ
ンをとりながら進
めます。

リターン実施や研
究報告の場を提
供します。



審査基準

1. 大学・研究機関に所属する博士号取得者からの推薦が2件あること

2. 当該分野における研究遂行能力を示す実績があること

3. 研究のビジョンとビジョン達成までの道筋が描けていること

4. 宣伝戦略が練られていること

→あなたの研究遂行能力やプロジェクト実行能力を裏付けてもらえる方。

→論文や著書等の研究実績や取り組みのわかるアウトプットをご提示ください。

→サポーターに共感してもらうための、もっとも重要なポイントです。

→支援を集めるには、積極的にアウトリーチをして仲間を集めることが必須です。

※ 大学生や大学院生の方で論文執筆経験がない場合は、指導教官の許可が必要です。



プロジェクトページ作成

読者の共感とサポートを促すように、研究のストーリーを主観的に伝える

● あなたが研究を通して成し遂げたいこと（Vision）

● どのようなアプローチで実現しようとしているか

● 現在取り組んでいる研究テーマ

● クラウドファンディングにチャレンジする理由



宣伝戦略：研究Visionに賛同する仲間を集める

1次のつながり

研究者仲間

友人知人

親戚

研究機関

研究者コミュニティ

同窓会

研究分野のファン

アカデミアファン

アカデミストユーザー

Facebook
メーリングリスト

講演会

33% 66% 100%

関連コミュニティ 新規ファン

メール

LINE
対面での紹介

Twitter
メディア掲載

メルマガ



サポーターからの声

「研究成果だけでなく、その過程を知れて面白い」

「支援というかたちで関心のある研究に参加できてうれしい」

「研究者は遠い存在だと思っていたが、身近に感じられた」

「研究者の考え方を知り、自分の仕事にも活かせると思った」
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academist の目的

クラウドファンディングが資金調達だけでなく、

研究者の掲げるビジョンを起点とした

新しい出会いやコミュニティ形成のきっかけの場

となることを目的としています。



academist の特徴

academist 編集部
学術系に特化したチームが

研究の魅力を伝えるアドバイス

イベント企画・サポート
運営経験豊富なスタッフが

音声や動画で研究者の魅力を発信

academist Journal
月間平均10万PVの学術系Webメディ

アで長期的な研究発信

academist Researchers
社会とのつながりに関心のある多様

な研究者が集うコミュニティ

academist Grant
研究者を必要としている企業との

連携支援

academist サポーター
研究者を応援したいサポーターの
分析を研究者と共同で進める



academist の役割：民間からアカデミアを活性化

12 - 15世紀 16 - 18世紀 19 - 20世紀 21 -22 世紀

大学の第一の死 大学の二度目の誕生
（国民国家型）

大学の第二の死？

印刷革命 情報革命

大学の誕生
（都市ネットワーク型）

Closed academia 2nd Open academiaClosed academia 1st Open academia

参考：吉見俊哉『大学とは何か』（岩波新書）

低成長時代に公的資金のみで大学・研究機関が発展することは困難

→ステークホルダーとともに開かれた学術業界を目指す



おわりに

  academistと一緒に、

「開かれた学術業界」を目指しませんか？

あなたのチャレンジをお待ちしています！


